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一一一村 山 智氏 
Dr. Satoshi MURA Y AMA 
千葉大学教授(医学部薬理学)一一
大正 15年 5月6日 東京都に生まる。
昭和 22年 3月 旧制浦和高校卒
昭和 26年 3月 千葉医科大学卒
昭和 27年 4月 本学薬理学教室入室
昭和 29年 10月 同助手
昭和 32年 7月 同講師
昭和 42年 1月 同助教授
昭和 45年 1月 同教授
この間，第 12回医師国家試験に合格，第 145518号をもって医籍登録，昭和 32
年3月， rChlorpromazineの中枢作用に関する薬理的研究jを学位論文として
提出，医学博士の学位を授与されている。また昭和 35年 9月より 38年 8月まで
の3年間，イリノイ州立大学医学部薬理学教室において， K.R. Unna教授のも
とで， C. M. Smith教授(現ニューヨーク州立大学医学部薬理学教室主任教授)
と共同研究を行ない，ここにおける ischemicrigidityの研究は内外に高く評価
されている。
研究はクロルプロマジン， レセ Jレピンなどの向精神薬にはじまり，いくつかの
新しい実験手技を開発，さらに電気生理学的手段を駆使して数々の業績を上げて
いる。主なものに
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用，千葉医会誌， 40，252"，-，258，1964. 
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などがあるが，他に自律神経節に関する研究も少くなく，さらに最近は視覚系路
の伝達の問題も手がけている。
所属学会は日本薬理学会，日本生理学会，日本脳波学会などであり，日本薬理
学会では昭和 39年以来評議員，昭和 43年以来集会委員を勤め，名実ともに日本
薬理学会の輝ける中堅のひとりである。
人柄は誠実，真執であるが，一方文学的素養も深い，俳句は「万緑」の同人で
あり，また最近俳人協会の会員に推されている。その代表作につぎのようなもの
がある。
男同志の声の密度や百千鳥 十薬の花にそひっつ急がざる
一山の山百合個々は近からず 秋溝の高きは昏れず九十九里
誰も持つ青春の隈雪女郎 (石川稔生)
，さCe et 10，さえら，1α Ce et，さえら，1α Ce et，さえら，1α Ce et，さえら，Ce et 10，さえら，Ce et 10さえら，
